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10年間で約3,300人減
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330人減
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人口動態｜転入・転出の推移
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資料：国勢調査及び国立社会保障･人口問題研究所（平成30年推計）

　人口及び人口構成の推移と将来の見通し

６５歳以上

１５歳～
　　　６４歳

１５歳未満

予　測

社会で働く人が減り、税収が減少していく一方で、高齢者の割合が増えて
福祉面での支援費負担が増大

高齢化率
49.7％
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　児童・生徒数の推移と推計
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中学生

公立学校基本数調査、与謝野町教育委員会

推計

1990年⇒2020年
・小学生　1,064人 減
・中学生　　 743人 減

合計　 1,807人 減
53.3％ 減

2020年⇒2028年の８年間だけで
・小学生　　 184人 減
・中学生　　 203人 減

合計　 　 387人 減
24.5％ 減（見込み）
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　高齢者数の推移と推計

国勢調査、国立社会保障人口問題研究所（平成30年推計）

推計

・　65-74歳人口は、2015年以降急激に減少していく
・　74歳以上も、2025年以降減少に転じる
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　公共施設の築年度別整備状況

新耐震基準以前　37％

10年20年30年40年

築30年以上　70％

築20年以上　83％

10年後には築40年を経過する施設が70％に達するなど、今後、多くの施設
で改修や建替えの時期が到来

10年以内に築50年超え、
あるいは既に超えている

与謝野町公共施設白書
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公共施設に回せる一般財源等 公共施設に係るコスト

　今後の公共施設に回せる財源とコスト比較

現在の施設をそのまま維持・更新する費用を試算すると、今後30年間で
総額815.8億円が必要（157.5億円が不足）

■今後の公共施設に回せる財源－コスト比較（単位:億円）
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与謝野町公共施設等総合管理計画（基本計画）
（2016（平成28）年）



公共施設の更新問題

施設を放置、
課題の先送り

全ての施設を
修繕・更新

施設を
どんどん削減

施設崩壊型 財政破綻型 市民サービス
破綻型

１　必要な機能（市民サービス）を確保し市民の暮らしを守る。
２　次世代に負担を先送りしない。

出所：豊岡市デザイン懇談会 9



公共施設は公共サービスを提供する拠点であり、
単に施設（ハコ）を提供することが目的ではない
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前橋工科大学工学部建築学科 准教授 堤 洋樹　氏（2021.8.22 よさの地域デザイン会議キックオフミーティングより）



(1)公共サービスのあるべき姿、及びそれを実現するための
　　公共施設のあるべき姿（配置、量等）

(2)あるべき姿を実現する公共施設の配置のロードマップ

概ね20年後

審議事項
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①役場庁舎は一つにし、地区公民館の機能を充実
②公共サービス（手続き）のオンライン化
③地域公共交通の利便性の向上

【地区公民館】
　・地域コミュニティの拠点
　・防災拠点
　・保健・医療、子ども、高齢者
　・役場出張サービス
　・ミニ図書館、図書の返却

出張役場

移動図書館

自
宅

自
宅

自
宅

自
宅

自
宅

自
宅

地区公民館

地区公民館

地区公民館

地区公民館 地区公民館

交通ネット
ワーク

複合化･多機能施設

オンライン
予約

電子申請
複合化･多機能施設複合化･多機能施設

総合
図書館

役　場

※本イメージは、令和3年度に開催した「よさの地域デザイン会議」において出されたご意見のうち、概ね方向性が一致する意見を企画財政課でまとめたものです。 12



●全市レベルの拠点の位置づけ ●小学校区単位での再編のイメージ

出所：「清瀬市公共施設再編計画」 13



出所：「清瀬市公共施設再編計画（地域レベル 編）」

●将来像のイメージ化例

●将来像の考え方例
●小学校は再編し、地域コミュニティ施設と拠点化します
●両施設を集積し、地域の多様なサービスの拠点とします
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主な公共施設の建築年と経過年数



区　分
平成27年度
（2015年）

平成28年度
（2016年）

平成29年度
（2017年）

平成30年度
（2018年）

令和元年度
（2019年）

令和2年度
（2020年）

令和3年度
（2021年）

令和4年度以降
（2022年）

与謝野町子ども･子育て支援事業計画期間 第2期与謝野町子ども・子育て支援事業計画期間（　∼2025年）

岩
滝
地
域

岩滝幼稚園

岩滝保育所

加
悦
地
域

加悦保育園

与謝保育園

桑飼保育園

野
田
川
地
域

三河内幼稚園

岩屋保育所

市場保育所

山田保育所

石川保育所

平成27年
度末閉園

平成27年
度末閉園

平成28年4月から
かえでこども園
（認定こども園）を
旧岩滝保育所にて
開園

　平成29年7月31日から
　新園舎（旧岩滝幼稚園跡地）にて
　運営スタート。

平成30年度末閉園

平成30年度末閉園

　令和元年度から
　かやこども園
　を加悦保育園にて開園 　令和3年12月13日から

　つばきこども園（新園舎）開園

令和3年12月12日閉園

令和元年度末閉園

　令和元年度から
　のだがわこども園を
　市場保育所にて開園 　野田川

地域こど
も園
　(仮称)
　新園舎
にて開園

保育所（園）、幼稚園、こども園再編経過

　　　　　平成30年度末閉園

（平成28年度から市場保育所･岩屋保育所を統合）

平成28年3月末
で閉園
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区　分
平成27年度
（2015年）

平成28年度
（2016年）

平成29年度
（2017年）

平成30年度
（2018年）

令和元年度
（2019年）

令和2年度
（2020年）

令和3年度
（2021年）

令和4年度以降～
（2022年～）

岩
滝
地
域

岩滝小学校

加
悦
地
域

加悦小学校

与謝小学校

桑飼小学校

野
田
川
地
域

三河内小学校

岩屋小学校

市場小学校

山田小学校

石川小学校

岩滝小学校を継続

三河内小学校を継続

山田小学校を継続

石川小学校を継続

加悦小学校を継続

与謝小学校を継続

桑飼小学校を継続

令和2年度から
加悦地域3小学校を統合し、
新たな加悦小学校を加悦小学校の校舎を利用して開校

平成28年度から市場小学校・岩屋小学校を統合

　可能な年度か
　ら野田川地域
　4小学校を統
　合し、野田川
　地域小学校
　(仮称)を市場
　小学校の校舎
　を利用又は新
　設統合校を
　建設し開校

令和2年3月末
で廃校

令和2年3月末
で廃校

平成28年3月末
で休校

小学校の再編経過
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令和2年3月末
で廃校


